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1993-2001 年地域がん登録データによる小児がんの詳細集計 
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がん登録から腫瘍データを収集することにより比

た集計が可能である。本研究の目的

は、第 3 次対がん「がんの実態把握研究班」にお

いて収集している全国 15 地域がん登録の 9 年分

の腫瘍データを用いて、小児がん罹患について

詳細集計すること、死亡データとともに年次推移

を観察すること、米国 SEER データと比較すること

である。 

 

【対象と方法】 

提供された、15 地域がん登録（宮城、山形、千

葉（モデル地区）、神奈川、新潟、福井、愛知、滋

賀、大阪、鳥取、岡山、佐賀、長崎、熊本、沖縄）

の 1993-2001 年の腫瘍データ約 137 万件より抽出

された 0-19 歳の小児がん罹患 7405 例を研究対象

とした。このうち、(1) DCN、DCO 割合が高かった

鳥取県 （DCN、DCO: 45.3%）53 例、および熊本

県（DCN、DCO: 44.7%）199 例、(2) 岡山県罹患

例のうち、全がん登録でなかった 1993-1995 罹患

年の 39 例を除外した、7114 例（男 4006 例、女

3108 例）を最終集計対象とした。 

第1 期基準モニタリング12項目の7「原発部位」

と 8「組織コード」を一括変換した ICD-O-3 の局在

コードと形態コードを用いて、国際小児分類 

[International Classification of Childhood Cancer 

（ICCC）, third edition]に従って分類後、集計し

た。 

 

 

1993 年-2001 年の小児がん 0-19 歳症例の DCN

の平均は 9.6%、DCO の平均は 7.6%であり、デー

タ全体（DCN = 26.5%、DCO = 21.7%）と比較して

精度が高かった。罹患年別の精度はほぼ一定で

あった。 

 

2) ICCC の 12 診断群による分類 

( i ) 0-19 歳全体の罹患率 （図 1） 

 全部位のがん罹患率（人口 100 万対）は、男で

103.7（0-14 歳）および 101.4 （0-19 歳）、女で 80.1 

（0-14 歳）および 79.4 （0-19 歳）で、男の方が

高かった。0-19 歳のがん罹患率を ICCC の 12 診

断群別にみると、男では、白血病（診断群 I）、脳・

中枢神経系の腫瘍（診断群 III）、リンパ腫 (診断

群 II）が多く、女では、白血病 （診断群 I）、脳・中

枢神経系の腫瘍（診断群 III）、胚細胞腫瘍 （診

断群X）が多かった。殆どのがんで女より男の罹患

率が高かったが、網膜芽腫（診断群 V）と上皮性

腫瘍 （診断群 XI）は男女ほぼ同程度、胚細胞腫

瘍（診断群 X）は女の罹患率が男より高かった。 

( ii ) 5 歳階級別罹患率（図 2） 

男女ともに 0-4 歳の罹患率が最も高かった。罹

患率が最も低かったのは、男では 10-14 歳、女で

は 5-9 歳だった。全年齢階級で男の罹患率が女よ

り高かった。また、どの年齢階級でも、白血病、

脳・中枢神経系の腫瘍、リンパ腫で約 50%からそ

れ以上を占めていた。0-4 歳では、神経芽腫、網

膜芽腫、腎腫瘍、肝腫瘍が、15-19 歳では、骨、軟
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【研究目的】 

小児がんは罹患数が少ないため、複数の地域

祖父

較的安定し

【結果と考察】 

1) DCN と DCO 割合
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部腫瘍

て観察された。 

 

3) 1993-

罹患率・死亡率の推移 

( i ) 全がん （図 3） 

全がん死亡率は、全ての年齢階級で減少傾向

患率はほぼ一定であり、この期間に

お

) 米国 SEER との比較 

率を米国のデ

ー

低い

理由は、(1)人種差によるため、(2)米国 SEER デー

タに比べ精度が低いため罹患を低く見積もってい
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、胚細胞腫瘍、がん腫が特徴的ながんとし 本研究対象地域における小児がん罹患率が

2001 年の全がんと白血病 （診断群 I）の るため、と考えられる。 

 

だったが、罹

ける小児がん全体の生存率の改善傾向が示唆

された。 

( ii ) 白血病 （図 4） 

白血病の死亡率は、全ての年齢階級で減少傾

向だった。罹患率は、男は一

定であったが、女は一定、ある

いは若干の減少傾向を示し

た。 

 

4

 ICCC 別罹患

タ  [The Surveillance, 

Epidemiology, and End Results 

（SEER） Program] と比較した。

年齢階級別・0-19 歳とも本研

究で得られた罹患率のほうが

低かった。全がん中の ICCC

別割合はほぼ一致していたが、

本研究では白血病の割合が

高く、米国 SEER ではリンパ腫

の割合が高い傾向にあった。

握の研究」班へ

た 15 の地域がん登録 

奈川県、新潟県、福井県、愛知県、滋賀県、大
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